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本技術の特徴・従来技術との比較

用途・応用分野

研究者特許・論文

ポーラスカーボンのメソ構造を制御す
る方法として、シリカや界面活性剤分子
集合体を用いる鋳型炭素化法が有用
である。本研究では反応溶媒を使用し
ない固相合成法を開発した。溶媒を用
いないため、溶媒のコストと溶媒除去に
かかる時間を削減できる。

当面枯渇の恐れがなく安価なZnOナ
ノ粒子を鋳型として利用することにより、
鋳型の除去と炭素化を同時に行うこと
が可能である。アルカリ賦活処理によ
る高比表面積カーボンの製造で必要不
可欠な洗浄工程を必要としない。

ZnOの粒子径や形状によって細孔径
や細孔構造の制御が可能である。

技術の概要

ZnO鋳型カーボンの製造方法

溶媒を用いない省エネ・低コスト・低環境負荷の高比表面積メソポーラスカーボン合成

ガス吸着・分離剤、触媒、電極材料

＜特許＞

「多孔質炭素材料の製造方法」
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 ナノサイズの酸化亜鉛を鋳型として、酸化亜鉛と同じサイズのメソ細孔をもつ多孔質炭素

を製造することができる

 溶媒を使用せずに多孔質炭素を製造することができる

 アルカリ賦活処理をせずに高比表面積の多孔質炭素を製造することができる

粉体混合物を炭素化する工程のみ
の簡易な多孔質炭素製造プロセス
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